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一
、『
香
亭
雅
談
』
の
逸
話

中
根
淑
と
は

本
稿
で
は
、
中な
か

根ね

淑
き
よ
し

著
『
香こ
う

亭て
い

雅が

談だ
ん

』
の
検
証
を
通
し
て
、
中
根
の
「
雅
」
の
概
念
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

中
根
淑
）
1
（

（
号
、
香
亭
）
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
天
保
一
〇
（
一
八
三
九
）
年
二

月
一
二
日
、
幕
臣
・
曾
根
得
齋
の
次
男
と
し
て
江
戸
（
下
谷
長
者
町
）
に
生
ま
れ
、
幕
末
期
に
は
長
州
征
討
や
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い

に
従
軍
し
た
。
維
新
後
に
は
沼
津
兵
学
校
の
教
官
を
務
め
た
後
、
陸
軍
参
謀
局
に
出
仕
し
、『
兵
要
日
本
地
理
小
誌
』
の
作
成
や
徴

兵
令
改
正
な
ど
に
携
わ
る
。
そ
の
後
、
文
部
省
御
用
掛
と
し
て
主
に
教
科
書
な
ど
の
教
育
業
務
を
務
め
た
。
五
〇
歳
を
前
に
官
職
を

辞
し
、
金
港
堂
の
編
集
者
と
な
り
、
二
葉
亭
四
迷
や
樋
口
一
葉
の
作
品
を
世
に
送
り
出
し
た
。
妻
と
息
子
に
先
立
た
れ
た
晩
年
は
、

諸
国
を
漫
遊
し
、
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
一
月
二
〇
日
、
七
五
歳
で
没
し
た
。
幕
府
の
武
士
と
し
て
戦
場
の
場
に
身
を
置
い
た
後
、

新
政
府
で
学
者
と
し
て
能
力
を
発
揮
し
、
後
半
期
は
編
集
者
や
文
筆
家
と
し
て
名
を
成
す
と
い
う
、
変
化
に
富
ん
だ
人
生
で
あ
っ
た
。

中
根
淑
の
雅

│
『
香
亭
雅
談
』
を
読
む

│

水
　
野

　
雄

　
司
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中
根
の
功
績
は
、
主
に
次
の
四
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
第
一
に
、
日
本
語
文
法
の
研
究
で
あ
る
。
中
根
は
病
を
理
由
に
陸
軍
を
退
職

し
た
後
、
『
日
本
文
典
』
（
明
治
九
年
三
月
刊
）
を
著
し
た
。
こ
の
書
籍
は
西
洋
の
文
法
理
論
を
参
照
に
し
つ
つ
、
日
本
語
文
法
の
体

系
化
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
を
平
易
化
し
た
『
日
本
小
文
典
』
も
作
成
し
て
お
り
、
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

第
二
に
、
新
文
学
の
普
及
で
あ
る
。
金
港
堂
の
編
集
長
と
し
て
、
二
葉
亭
四
迷
の
『
浮
雲
』、
田
辺
龍
子
の
『
藪
の
鶯
』
、
山
田
美
妙

の
『
夏
木
立
』
な
ど
を
刊
行
し
た
。
ま
た
、
文
芸
誌
『
都
の
花
』
を
創
刊
し
、
幸
田
露
伴
の
処
女
作
「
露
団
々
」
や
樋
口
一
葉
の

「
う
も
れ
木
」
、
田
山
花
袋
の
「
新
桜
川
」
な
ど
を
掲
載
し
て
い
る
。
第
三
に
、
教
科
書
事
業
へ
の
寄
与
で
あ
る
。
文
部
省
勤
務
中
、

小
学
校
教
科
書
の
送
り
仮
名
規
定
や
英
文
読
本
の
教
材
収
集
・
選
定
に
関
与
し
た
。
金
港
堂
で
も
教
科
書
事
業
に
携
わ
り
、『
小
学

簡
易
科
読
本
』
『
簡
易 

小
学
読
本
』『
小
学 

日
本
国
史
読
本
』
『
実
験
日
本
修
身
書
』
な
ど
を
刊
行
し
て
い
る
。
第
四
に
、
作
家
と

し
て
の
側
面
で
あ
る
。
中
根
は
、
随
筆
集
で
あ
る
『
香
亭
雅
談
』『
行
脚
非
詩
集
』
や
小
説
『
天
王
寺
大
懺
悔
』
を
刊
行
す
る
。
ま

た
『
都
の
花
』
で
は
、
自
身
も
謡
文
評
釈
や
詩
、
小
説
を
発
表
し
て
い
る
。
生
前
に
書
籍
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
作
品
も
多

く
、
そ
れ
ら
は
没
後
、『
香
亭
蔵
草
』
（
大
正
三
年
刊
）
と
『
香
亭
遺
文
』
（
大
正
五
年
刊
）
に
収
載
さ
れ
た
。

中
根
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
田
中
明
に
よ
る
研
究
で
多
く
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
）
2
（

、
第
一
と
第
二
の
功
績
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
文
法
史
）
3
（

や
文
学
史
）
4
（

に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
第
三
の
教
科
書
事
業
へ
の
寄
与
に
つ
い
て
は
、
近
代
教
育
史
の
中
で

十
分
に
検
証
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
第
四
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
中
根
の
随
筆
や
小
説
、
漢
詩
な
ど
の
詳
細
な
考

察
や
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
基
づ
く
思
想
研
究
は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
）
5
（

。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
第
四
の
功
績
へ
の
検
証
の
一
貫
と
し
て
、『
香
亭
雅
談
』
と
い
う
随
筆
集
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
書
が

刊
行
さ
れ
た
の
は
、
中
根
が
文
部
省
を
退
職
し
た
後
の
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
七
月
に
な
る
。
金
港
堂
に
勤
め
る
以
前
で
も
あ

り
、
い
わ
ば
経
歴
上
の
端
境
期
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
書
籍
を
契
機
に
、
中
根
は
出
版
社
で
の
編
集
業
務
と
並
行
し
て
、
自
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身
の
随
筆
や
小
説
、
詩
と
い
っ
た
表
現
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い
く
。
つ
ま
り
『
香
亭
雅
談
』
は
、
そ
の
端
緒
に
あ
た
る
も
の
で
あ

り
、
中
根
の
思
想
基
盤
を
確
認
す
る
に
あ
た
っ
て
、
最
良
の
史
料
の
一
つ
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

冊
子
概
要

明
治
一
九
年
に
和
装
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
『
香
亭
雅
談
』
（
上
巻
・
下
巻
の
半
紙
本
二
冊
）
は
、
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
で
き
る
。
こ
の
史
料
を
、
本
稿
で
の
検
証
対
象
と
す
る
）
6
（

。
表
紙
に
は
、
「
中
根
香
亭
著
、
学
海
居
士
評
、

香
亭
雅
談
、
明
治
丙
戌
季
夏
上
梓
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
学
海
居
士
」
と
は
、
漢
学
者
・
依よ

田だ

学が
っ

海か
い

の
こ
と
で
あ
り
、
本
書
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
多
く
に
、
依
田
に
よ
る
頭
評
が
あ
る
）
7
（

。
最
初
の
見
開
き
ペ
ー
ジ
に
は
、
山
を
臨
む
木
々
に
囲
ま
れ
た
家
が
簡
易
な
タ

ッ
チ
で
描
か
れ
て
い
る
。
余
白
に
は
「
迷
花
書
室
図　

丙
戌
夏
日
雅
刻
成
作
此
以
代
序　

香
亭
」
と
あ
り
、
明
治
一
九
年
夏
の
中
根

家
（
迷
花
と
は
中
根
の
号
）
と
周
り
の
風
景
を
、
中
根
自
ら
序
に
代
わ
っ
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
の
ペ
ー
ジ
か

ら
本
文
に
入
り
、
上
巻
（
三
四
丁
）
に
一
〇
二
話
、
下
巻
（
四
八
丁
）
に
一
二
八
話
が
、
漢
文
（
返
り
点
付
き
）
で
記
さ
れ
て
い
る
。

上
巻
冒
頭
に
は
、
中
根
に
よ
る
前
書
き
に
相
当
す
る
文
章
が
あ
り
、
下
巻
最
後
に
は
、
依
田
学
海
の
手
書
き
に
よ
る
「
香
亭
雅
談

跋
）
8
（

」
が
あ
る
。
奥
付
は
活
字
活
版
刷
り
で
、
出
版
日
お
よ
び
「
著
者
兼
出
版
人
」
は
「
静
岡
県
士
族　

中
根
淑
」
、
発
売
所
は
「
金

港
堂
原
亮
三
郎
」
と
な
っ
て
い
る
。

内
容
の
分
類

『
香
亭
雅
談
』
は
、
二
三
〇
個
の
逸
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
中
根
が
実
際
に
経
験
し
た
こ
と
や
人
に
聞
い
た
も
の
、

書
籍
に
書
か
れ
て
い
た
も
の
な
ど
、
出
典
は
様
々
で
あ
る
）
9
（

。
各
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
通
し
番
号
、
な
ら
び
に
内
容
に
沿
っ
て
題
名
と
分
類


